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白身魚の青のりフリット
★ 作り方

①魚は食べやすい大きさに切る。

②ボールに天ぷら粉と青のり、塩を入れて混ぜ、炭酸水を少し

ずつ加えながら混ぜる。

③小さめのフライパンに揚げ油を5㎜程度の高さま

で入れ、中火で熱する。

④魚に②を絡め、上下を返しながら５分ほど揚げてできあがり。

「塩ひとつまみ」とは、親指・人差し指・中指の３本の指

でつまめる量で0.6ｇ～1.0ｇ程度になります。ちなみに

「少々」は親指と人差し指の２本指でつまめる量になります。

「フリット」とはイタリア語で「揚げ物」のことを言いま

す。「フリッター」は英語で、基本的に同じ揚げ物のことを指

します。

ワンポイント

フライパンを利用することで、少量の油でも揚げ物調理をする

ことができます。

令和7年10月16日に、当院職員に向けて骨折リエゾンサービ

ス（FLS: Fracture Liaison Service）研修会を行いました。リ

エゾンとは、もともとは連絡係を意味するフランス語で、FLSで

は既に骨折を起こしてしまった患者さんが次の骨折を繰り返さな

いように、多職種や地域で連携した取り組みを行っています。

今回の研修会では、高齢者の骨折の危険さ、薬物療法の大切さ

を中心に、薬の特徴や副作用などの注意するポイントをまとめて

話をいたしました。骨粗鬆症は自覚症状が乏しく、途中で治療を

やめてしまう方が多いです。繰り返し骨折の防止のためには、お

薬をやめずに続けることが大切です。それぞれのお薬に違った注

意点がありますから、困ったことがあれば当院医師や薬剤師まで

お気軽にご相談ください。

～ご案内～

糖尿病教室の開催について

第6回 2月2日（月） 10：00～

★詳しくは、受付 たけざわまでお問い合わせください。

～新任紹介～

（12月）

透析センター いわむら（看護師）

（1月）

医事課 たきがみ（事務）

～スタッフ募集～

現在あさなぎ病院では、病棟・外来看護師（常勤）、訪問看護ステー

ション看護師（非常勤）、理学療法士、一般事務員を募集しております。

お問い合わせは、総務課 荒谷までお願いいたします。

☆ 電話番号 0766－22－5445

あさなぎ病院忘年会骨折リエゾンサービス研修会

令和7年10月6日に１階待合室にて糖尿病教室を開催しました。

今回は臨床検査技師より「腎臓のことを知ろう～血液と尿検査か

らわかること～」をテーマに、腎臓の働きや糖尿病と腎症の関係、

腎臓の機能をみる検査にはどのようなものがあるかについて話さ

せていただきました。

腎機能をみる検査には、血液ではクレアチニン、eGFR、尿で

は尿たんぱくや微量アルブミンなどがあります。定期検査での血

液や尿検査から得られる情報は多く、合併症の早期発見・早期治

療のためにも定期的な検査は大切です。次回の糖尿病教室は、令

和8年2月2日（月）10時より開催します。ぜひご参加ください。

（検査科 さとう）

令和7年12月20日、ホテルニューオータニ高岡で

忘年会が開催されました。初めての参加で余興もあり

とても緊張していましたが、始まると和やかな雰囲気

ですぐに緊張が解けました。先生方とお話をし、美味

しい食事、岡本先生の素敵なピアノ演奏にも浸りつつ

お酒が進み、いざ余興本番。曲が鳴ったと同時にとて

も盛り上がってくださり、楽しく踊ることが出来まし

た。格付けチェックもとても面白く、有意義な時間を

過ごすことが出来ました。（外来看護師 よこざわ）

12月20日にホテルニュータニ高岡で忘年会が開か

れました。今年も岡本先生がピアノを演奏して下さり、

素敵な演奏を堪能することが出来ました。新人さん1

0名は自己紹介後に、学ラン姿で気志團の曲に合わせ

て余興を披露して下さいました。会場内は拍手や歓声

で沸きあがっていました。全員参加型のゲームを考え

格付けチェックを行いました。準備段階でどのような

問題が楽しめるのか、解答が集中するのではないかと

の不安もありましたが、他のスタッフのフォローもあ

り何とか乗り越えることが出来ました。企画するのは

大変でしたが皆さんが楽しんで下さり、思い出深い忘

年会になりました。 （地域連携室 いずみ）

令和7年12月25日、病棟でクリスマスイベ

ントを開催しました。サンタやトナカイ、クリ

スマスツリーに扮した職員が療養中の患者さん

のお部屋に伺い、クリスマススイーツを手渡し

しました。私たちがいろいろな変装をしている

姿をみて患者さんたちは驚いたり、喜んだりい

ろいろな反応をしてくれました。最後にはみん

な笑顔になってくれていたのがとても印象的で

した。

入院生活の中で少しでも季節を感じてもらえ

ていたらうれしいです。

（病棟看護師 あずま）
揚げ物など油を使った料理は、油のコクと風味で満足を得やす
い調理法です。
青のりを使って香りを加え、炭酸水でサクッと仕上げることで
減塩でも美味しく食べることができますよ。

★エネルギー：153kcal たんぱく質：11..3g

食塩相当量：0.5g（1人分）

★ 材料（4人分）
白身魚（タラなど） 240ｇ

天ぷら粉 大さじ4

青のり 小さじ1

塩 ひとつまみ

炭酸水 大さじ4と1/2

揚げ油

新年明けましておめでとうございます。今年は午年です。勢いと挑戦、情熱の年とのことで是非ともそれにあや

かりたいと思っております。

さて、困ったことに近年我が国の病院において、物価高、人手不足や賃金上昇、またコロナ禍で減少した患者数

が元に戻らないことなどから、約7割が赤字経営と言われております。当院も御多分に洩れず赤字経常とまでは行

きませんでしたが、ギリギリの状態です。今後は人口減少やその他の世の中のニーズに合わせ順応していくことが

より重要なことと考えております。具体的には、今年4月から我々あさなぎ病院の職員全員が信頼を寄せる整形外

科の岡本春平医師が常勤医として加わって下さることになり、現在鋭意準備を進めております。手術が必要な疾患

に対しては、厚生連高岡病院など近隣の基幹病院に紹介することにはなりますが、整形外科的な診断、治療（ブ

ロック注射など）に関しましては、より迅速かつ的確に行える様になります。また、当院のリウマチ専門医の中島

昭勝医師とコラボし、関節外来なども開設出来れば良いと考えております。さらには当院ではまだ嘱託医ですが、

近い将来常勤医となる総合診療医が2人居り、そのうち一人は米国での家庭医や老年医学の専門医資格を持ち、も

う一人は日本プライマリーケア連合学会 家庭医療専門医・指導医等であり、二人とも大学病院にて見聞を広めて

いるところです。

当院では訪問診療、訪問看護、リハビリテーション、地域包括ケア病棟にも力を

入れており、今後これらの先生方とともに職員一丸となって、安心、安全で質の高

い医療を提供し、より一層地域医療に貢献し、その結果当院が発展できればと考え

ております。

新しい年が患者さんとそのご家族そして職員にとってより良い年となりますよう

祈念し、新年のご挨拶とさせて頂きます。

病棟クリスマスイベント

糖尿病教室を開催しました

社会に学ぶ１４歳の挑戦

令和7年10月20日～24日まで、志貴野中学校の2年生6人が

当院で「14歳の挑戦」に取組みました。

「14歳の挑戦」とは富山県の独自の取り組みの一つで、そのね

らいは「学校外での職場体験活動や福祉・ボランティア活動等に

参加することにより、規範意識や社会性を高め、将来の自分の生

き方を考えるなど、生涯にわたってたくましく生き抜く力を身に

付ける。」ということです。

当院では、病院で働く様々な職種の仕事を見学・体験したり、

患者さんと触れ合っていただきました。

普段見たこともないような医療機器に驚いたり、関心を寄せる

姿に初々しさを感じさせてくれました。

また、様々な病気と闘う患者さんの気持ちに触れ、無意識に見

せる優しい表情に私たち職員も嬉しく思いました。

今回の体験が、人のために働くということをこれからも考える

きっかけになってくれると思うとわくわくします。

みなさん、頑張ってね！ （透析センター くさやま）

♢ お 知 ら せ ♢

・感染予防のため、１月１日現在、面会を制限させて頂いております。

※ 面会時間：１４時～１７時３０分（月～金）

１４時～１６時１５分（土）※日曜・祝日は除く

１回２名まで １５分以内 １８歳以上の同居の方（高校生は除く）又は

キーパーソンの方（独居の方の場合、身の回りの援助者２名まで）

・湿度を保ち、こまめにうがい・手洗いやマスク着用を励行して

インフルエンザやその他のウイルス感染症に気を付けましょう！

感染全体研修会に参加して

2025年度の感染全体研修会として、

令和7年11月13日に『個人防護具の

使い方N95マスク』をテーマに研修会

が開催されました。今回の研修で、マ

スクの装着の仕方で効果が大きくかわ

る事を学びました。

N95マスクを正しい方法で装着すれ

ば、防御率が100％近くになるという、

サージカルマスクと比べて高い防御率

に大変驚きました。インフルエンザや

COVID－19など、様々な症状の方が

来院されますが、感染対策の意識を更

に高めていきたいと思いました。

（医事課 うらた）

医療安全研修会
令和7年10月23日に職員対象に、医療安全研修会を開催しました。今

回の研修内容は「14歳の挑戦」で職場体験に来ている中学2年生6名も参

加されるということで、簡単に透析・腎臓についてと、富山県透析医会で

運用している災害時情報ネットワーク、また、能登半島地震での石川県と

の連絡体制についてお話しました。

透析は患者さん一人当たり120リットルの水を使用するため、とても

たくさんの水が必要な治療です。災害時でも透析をしなければ生命にかか

わるので、水の確保や透析できない場合は、他の施設へ透析を要請する必

要があります。実際、能登半島地震でも富山県透析医会では災害時情報

ネットワークを活用して透析受け入れ可能な施設や人数を把握し、石川県

からの透析受け入れに備えていました。当院でも高岡市内、氷見市内の医

療機関から15名程度、石川県から3名を受け入れました。

今回の研修会で改めて、災害が起きた時には、災害時情報ネットワーク

への登録がとても重要だということをお伝えすることができたと思いま

す。 （透析センター よしだ）

あさなぎ病院HP 

（薬剤科 いまい）


